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推
薦
候
補
決
定
を
受
け
て
７

月
31
日
、
松
の
館
で
報
告
会
が

開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約
１
７
０

人
が
世
界
遺
産
登
録
実
現
に
向

け
一
丸
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
福
島
市
長
が

「
取
り
組
み
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
関
係
各
位
の
努
力
に
敬
意

を
表
す
る
。
し
か
し
、
本
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
は
ま
だ
道

半
ば
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
市

教
育
委
員
会
の
羽
石
智
治
学
芸

「本登録を勝ち取ろう!」
まだ道半ば 市民一丸の取り組みを

員
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

し
「
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
遺

跡
に
新
た
な
価
値
を
与
え
る
一

方
、
そ
の
保
全
に
つ
い
て
は
今

ま
で
以
上
に
大
き
な
責
務
を
伴

う
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
葛
西
教
育
長
が
「
市

民
み
ん
な
の
大
き
な
力
で
登
録

を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
述
べ
、
出

席
者
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

し
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 世界遺産登録の実現へガンバロー！

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
決
定

　

７
月
19
日
、
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
、
田
小
屋
野
貝
塚
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
が
、
平
成
32
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
推
薦
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
世
界
自
然

遺
産
推
薦
候
補
「
奄
美
・
沖
縄
」
と
の
競
合
に
よ
り
、
国
内
推
薦
の
一
枠
を
争
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　狩り・採集・漁によって、
約1万年もの長期にわたり自
然と人間が共生し、定住を実
現した世界史上でも非常に珍
しい縄文文化。
　北海道・北東北の縄文遺跡
群は、世界最古の土器や精神
文化に関わる土偶等が出土
し、物質的・精神的に成熟し
た縄文文化の発展を示してい
る。17の考古学的遺跡で構
成される。

「
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
」

　

遮
光
器
土
偶

「田小屋野貝塚」出土人骨

「田小屋野貝塚」竪穴建物跡

【北海道・北東北の縄文遺跡群とは】
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
が
る
縄
文
の

会
（
川
嶋
大
史
理
事
長
）
主
催

の
「
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
亀
ヶ
岡
遺
跡

ま
つ
り
」
が
８
月
18
日
、
木
造

館
岡
の
し
ゃ
こ
ち
ゃ
ん
広
場
を

主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
造
高
生
16
人
が
縄
文
遺
跡

を
案
内
す
る
「
田
小
屋
野
貝
塚

ウ
オ
ー
ク
」
に
は
、
県
内
外
か

ら
約
90
人
が
参
加
。
生
徒
ら
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
津
軽
弁
ガ
イ

ド
を
楽
し
み
な
が
ら
遺
跡
周
辺

を
巡
り
、
縄
文
の
生
活
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。
東
京
都

か
ら
参
加
し
た
大
野
治
男
さ
ん

は
「
ガ
イ
ド
の
内
容
が
充
実
し

て
い
て
楽
し
く
散
策
で
き
た
。

住
居
跡
に
わ
か
り
や
す
い
案
内

板
な
ど
が
あ
れ
ば
も
っ
と
良
く

な
る
」
と
期
待
。
ガ
イ
ド
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
乗
田
翔
也
さ
ん

（
３
年
）
は
「
熱
心
に
聞
い
て

く
れ
て
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
縄
文
文
化

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

地
域
一
体
で
機
運
高
め
る

遺
跡
周
辺
で
「
亀
ヶ
岡
遺
跡
ま
つ
り
」
開
催

　

地
元
の
生
産
者
が
特
産
の
ス

イ
カ
・
メ
ロ
ン
で
参
加
者
を
も

て
な
し
た
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
自
治
会
の
会
員
が
昼
食
を
提

供
。
夜
に
は
、
地
元
園
児
ら
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ネ
ブ
タ
の

運
行
な
ど
も
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
、
地
域
一
体
で
世
界
文
化
遺

産
登
録
へ
向
け
機
運
を
高
め
ま

し
た
。

縄
文
の
衣
装
で
案
内
す
る

木
造
高
生
ガ
イ
ド

縄文遺跡群のこれまでの歩み
平成18年11月 県などが「青森県の縄文遺跡群」の世界遺産暫定リスト記載を文化庁に提案

平成19年 1 月 上記の提案が国の文化審議会で「継続審議」扱いに

 8 月 北海道・北東北知事サミットで4道県による共同提案合意。資産名称を「北海道・北東北の縄文遺
跡群」に決定

12月 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産暫定リスト記載を文化庁に提案

平成20年12月 政府が世界遺産暫定リスト入りを決定

平成21年 1 月 ユネスコの世界遺産暫定リストに記載

　　　　6 月 4道県による世界遺産登録推進本部を設置

平成24年12月 構成資産を18遺跡に決定

平成25年 7 月 推薦書原案を文化庁に提出

9 月 「明治日本の産業革命遺産」推薦決定。縄文遺跡群は見送り

平成26年 9 月 「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」推薦決定。縄文遺跡群は2度目の見送り

平成27年 7 月 「宗像・沖ノ島と関連遺産群」推薦決定。縄文遺跡群は3度目の見送り

12月 構成資産を16に変更

平成28年 3 月 入江・高砂貝塚を２つに分け構成資産を17遺跡とする

7 月 「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」再推薦決定。縄文遺跡群は４度目の見送り

平成29年 7 月 「百舌鳥・古市古墳群」の推薦決定。縄文遺跡群は5度目の見送り

平成30年 7 月 「北海道・北東北の縄文遺跡群」推薦候補決定

世界遺産登録までの流れ
平成30年 7 月 19日、「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界文化遺産推薦候補に決定（文化庁）

　 年内に、政府が文化遺産、自然遺産（奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島）から世界
遺産への推薦を一件に絞る

平成31年 2 月 国からユネスコ（国際連合教育科学文化機関）へ推薦書を提出

平成31年 秋 頃 イコモス（国際記念物遺跡会議）による現地調査
　イコモスの専門家が現地調査し、評価報告書をユネスコ世界遺産センターへ提出

平成32年5月頃 ユネスコ世界遺産審議会で審議、世界遺産登録決定

りり


